
総選挙 日本の岐路 

 

標題は朝日新聞 10 月 6 日朝刊「オピニオン」欄、作家・中村文則さんの寄稿テーマ。

大きな見出しに「思い」が込められている。共感するところが多く、

後半だけでも紹介したい。 

 

選挙の先に来るのは何だろう。 

現政権が勝利すれば、私達はこれまでの政権の全ての政治手法を認

めたことになる。政権は何でもできるようになる。あれほどのことを

しても、倒れなかった政権ならすさまじい。友人を優遇しても何をし

ても、関係者が「記憶にない」を連発し証拠を破棄し続ければよい。

国民はその手法を「よし」としたのだから。私達は安倍政権をという

より、このような「政治手法」を信任したことを歴史に刻むことにな

る。 

感情的に支持する人はより感情的になり攻撃性も増し、本当の説明

は不要だから、発展途上国の独裁政権のように腐敗することも理論上

可能となる。「私は悪いことをしている」と公言する独裁者はいない。

いい加減な説明をし、国民は納得していないのに権力に

居座り続けるのが典型的な独裁政権だからだ。明治とい

うより昭和の戦前・戦中の時代空気に対する懐古趣味も

さらに現れてくるように思う。そもそも教育勅語を暗唱

させていた幼稚園を、首相夫人は素晴らしい教育方針と

もうすでに言っている。 

 改憲には対外的な危機感が必要だから、外交はより敵対的なものになり、緊張は否応

なく増してしまうかもしれない。改憲のための様々な政治工作が溢れ、政府からの使者

のようなコメンテーター達が今よりも乱立し、テレビを席巻し、危機を煽る印象操作の

中に私達の日常がおかれるように思えてならない。現状がさらに加速するのだとしたら、

ネットの一部はより過激になり、さらにメディアは情けない者達から順番に委縮してい

き、多数の人々がそんな空気にうんざりし半径 5㍍の幸福だけを見るようになって政治

から距離を置けば、この国を動かすうねりは一部の熱狂的な者達に委ねられ、日本の社

会の空気は未曾有の事態を迎える可能性がある。 

北朝鮮との対立を煽られるだけ煽られた結果の、憎しみに目の色を変えた人々の沸騰

は見たくない。人間は「善」の殻に覆われる時、躊躇なく内面の攻撃性を解放すること



は覚えておいた方がいい。結果改憲のために戦争となれば本末転倒だ。 

最後に、投票について。こんなふざけた選挙は参加したくない、と思う人もいるだろ

うが、私達はそれでも選挙に行かなければならない。なぜなら、たとえあなたが選挙に

興味がなくても、選挙はあなたに興味を持っているからだ。 

現在の与党は、組織票が強いので投票率が下がるほど有利となる。彼らを一人の人間

として擬人化し、投票日の国民達の行動を、複眼的に見られる場面を想像してみる。「彼」

は、投票日当日のあなたの行動を固唾を飲んで見守っている。自分達に投票してくれれ

ば一番よいが、そうでない場合、あなたには絶対に、投票に行かないでくれと願う。あ

なたが家に居続けていれば、よしよしと心の中でうなずく。結果投票に行かなかった場

合、「彼」はガッツポーズをし、喜びに打ち震えワインの栓でも抜くだろう。こんな選

挙に怒りを覚えボイコットしている国民に対しても「作戦成功」とほくそ笑むだろう。

反対に、野党は投票率が上がるほど有利となる。野党の「彼」は、当然あなたに選挙に

行って欲しいと固唾を飲んで見守り続けることになる。有権者になるとは、望んでいな

くてもつまりそういうことなのだ。 

この選挙は、日本の決定的な岐路になる。歴史には後戻りの効かなくなるポイントが

あると言われるが、恐らく、それは今だと僕は思っている。  

 

                           (2017 年 10 月 11 日) 

 


